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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・コピー機や印刷機を使用した際の用紙への記入漏れが目立っていますので、使用の際は必ず氏名・病棟名・使用目的等の記入をするようにして下さい。明日より記載漏れが多い為コピー機のカードを庶務Ｔで管理する事になりましたので、間違いのないようにして下さい。

· 物品の破損に関して破損状況等が分からない物が多いので、破損があった時点でその都度報告し伝票を記載するようにしましょう。

・症例検討の入力がされていない事がありますので、受け持ち担当スタッフは記入漏れが無いようにして行きましょう。

· 年末調整の提出〆切りが本日となっていましたが総務へ提出していないスタッフがいるため早急に提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　康子様～東病棟Ｂユニットにて日課・プログラム問題なく取り組む事が出来ており、西病棟Ｂユニットへ転入後も落ち着いて経過・不安の訴え等も聞かれず、自己服薬管理を行っていました。療養環境変更の為、北病棟へ転出となっています。

・清水　徹様～妄想に左右された言動・行動あり、度々他者とのトラブルも見られ介入ようしていました。11/23（金）夜間、女性患者様の部屋（個室）へ侵入する事あり、介入にも理解乏しい様子伺えました。11/27（火）突然、スタッフへの暴言・他者への暴力行為（頭を叩く行為）見られ興奮収まらず主治医報告し病棟移動の指示あり東病棟Ａユニットへ転出となっています。病棟移動の際も「自分は悪くない。行かない。」と拒否が強く理解乏しい為、東病棟男性スタッフの協力で移動しています。

・中村　マス様～お父様のケアマネージャー・中道様より連絡があり、今後はマス様の妹様である桑原敦子（ｸﾜﾊﾗｱﾂｺ）様がお父様と同居をする事になった為、連絡の際は桑原様へ連絡をして下さいとの事でした。桑原様は日中は仕事に出ている為、電話連絡の際、朝は8時前・夜間はいつでも可能との事です。（携帯電話の番号をカルテに記載しています）

・下村　英三郎様～11/28の定期薬より、アローゼン（0.5）2P　1×vds/7T（下剤）へと変更となっています。排便状況の確認・観察をして行きましょう。

・寺地　利代子様～11/28の定期薬より、バレリン（200）2T　2×ndE（朝・夕）/7T（抗てんかん剤）からバチール（100）2T　2×ndE（朝・夕）/7T（精神神経用剤）へと変更となっています。精神症状の観察をして行きましょう。

・堀越　由紀子様～11/27（火）昼食のレストラン移動時に過呼吸・無呼吸を繰り返し呼名反応が鈍くなる・立ちくらみ等の症状が見られ、主治医診察を行っています。同症状が昨日も見られており、本日も経過観察にて回復しています。11/27（火）夕食後薬より、パキシル（10）2T　1×夕/7T（精神神経用剤）が臨時薬処方となっています。身体症状・精神症状の観察をして行きましょう。

· 榮田　豊様～歯痛あり歯科受診希望しています。ご家族へ連絡し了解していますので医　　　　　　事へ歯科受診の予約をして下さい。

　　　　　　　ＰＳＷよりご家族と今後について話し合うため準夜帯で日時の確認をしています。11/28（水）・12/2（日）が休みのため午前・午後どちらでもよいそうです。末政ＰＳＷへ情報提供しましょう。

＜皮膚科診察＞

・八森　正様、平　勝利様、春本　司郎様、清水　進様、石切　久様、寺地　利代子様　

中村　マス様、古舘　正行様→全身の掻痒感継続している事から、タベジール（抗ヒスタミン剤）継続処方となっています。

＜転入患者様情報＞

・宮本　建蔵様（52）　統合失調症　任意入院　西Ｂユニット・26号室

担当：Dr川端　Ns宮澤　CW音喜多

【経過】

H19.9.23、西病棟Ｂのオートドアを壊し離院しようとする事があり、主治医指示にて東病棟隔離室へ入室。翌日、東Ａへ移動、粗暴行為はないが幻聴の訴え聞かれている。薬物調整にて徐々に幻聴軽減・消失し、H19.11.1症状鎮静化。東Ｂへ移動後も幻聴の訴えなく他者との交流も見られ、穏やかに経過。療養環境変更目的のため、H19.11.27西病棟Ｂユニット26号室へ転入となっている。

【今後】

・病状の観察を密に行い、突発的な行動に注意。

・思っている事をなかなか言い出せない事ある為、感情が表出できるようコミュニケーションを取り、ストレスを溜めないようにして行く。

【その他】

食事→常食・大盛り

リハプロ・OT→Ｂグループ

SST→Ｂグループ

バイタル測定→3検

チェスト鍵（084番）→本人希望あり、貸し出ししています

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａグループ→全体的に「良く出来た」という評価が多く、日常において目標達成を意識した行動が出来ていたように伺えます。

・Ｂグループ→ウォーミングアップでは雪が降ったこともあり、雪の思い出について大橋様より提案があり話し合っています。目標評価では全員が目標を覚えており、比較的に高めの評価となっていました。

・Ｃグループ→ウォーミングアップでは皆様の希望より、屈伸運動を行っています。積極的に運動を行っているように伺えました。目標評価では、自己評価にて出来た部分と出来なかった部分の振り返りをしています。積極的に発言され、最後まで盛り上がる事が出来ています。

・Ｄグループ→殆んどの方が目標を忘れており、スタッフ介入にて振り返り・評価を行っています。評価の際、出来ていたにも関わらず点数を低く付けたりする方がいた為、介入しています。また、発言が少ない方には声掛けを行い発言を促しています。

・Ｅグループ→目標を覚えている方が殆んどで、比較的に高い評価が見られています。最後まで穏やかな雰囲気で行われています。

・Ａユニット→全体的に静かな雰囲気で行われています。皆様、目標を覚えており振り返り・評価をしています。

